
　

今
年
は
私
の
２
期
目
の
締
め
く
く

り
の
年
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

市
民
の
皆
様
の
幸
せ
と
地
域
の
豊
か

さ
を
目
指
し
、
職
員
と
と
も
に
何
事

に
も
失
敗
を
恐
れ
ず
、
諦
め
ず
取
り

組
め
た
こ
と
は
、
皆
様
の
あ
た
た
か

い
御
理
解
と
御
協
力
に
よ
る
も
の
と

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
新
た

な
成
長
の
原
動
力
と
し
て「
デ
ジ
タ

ル
」と「
グ
リ
ー
ン
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

掲
げ
ま
し
た
。

　
「
デ
ジ
タ
ル
」
は
、
官
民
で
デ
ジ

タ
ル
化
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
進
め

る
こ
と
、
ま
た
、「
グ
リ
ー
ン
」
は
、

２
０
５
０
年
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
の
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
こ
と
と
し

て
お
り
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
改

め
て
社
会
の
あ
り
方
等
を
見
直
し
て

が
気
軽
に
参
加
し
、
楽
し
み
な
が
ら

運
動
の
習
慣
化
に
つ
な
げ
る
仕
組
み

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

未
来
に
つ
な
が
る
投
資
の

推
進

　

魅
力
あ
る
地
域
資
源
の
ブ
ラ
ン
ド

化
や
、
６
次
産
業
化
に
よ
る
高
付
加

価
値
化
、
販
路
開
拓
な
ど
、
産
業
振

興
に
取
り
組
む
ほ
か
、
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
促
進
や
、
観
光
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

推
進
な
ど
関
係
人
口
・
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
が
安
心
し
て
出
産
・

子
育
て
を
で
き
る
環
境
の
整
備
や
、

若
者
が
気
軽
に
集
え
る
場
の
創
出
、

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
施
策
の
充
実
等
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
小
・
中
学
校
に
お
い

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
Ｇギ

ガ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
の
実
現
や
、
特
色
あ
る
英
語

教
育
の
充
実
等
に
取
り
組
み
、
子

ど
も
た
ち
の
学
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
等
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

市
政
運
営
と
な
り
ま
す
が
、
引
き
続

き〝
ぬ
く
も
り
と
豊
か
さ
を
実
感
で
き

る「
市
民
が
主
役
の
明
る
い
未
来
づ
く

り
」〞の
実
現
に
向
け
て
一
歩
一
歩
着
実

に
前
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

全
体
で
稼
ぐ
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の

推
進

　

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
災
害
か
ら
、

市
民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
、
国
、
県
等
と
連
携
し
、
効
果
的

な
治
水
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

地
域
の
発
展
に
つ
な
が
る
広
域
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
促
進
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
や
ご
み
の
減

量
・
リ
サ
イ
ク
ル
化
な
ど
、
Ｓ
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
促
進

し
、
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
を
市

民
の
皆
様
と
と
も
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
接
種
対
象

者
へ
迅
速
か
つ
円
滑
に
ワ
ク
チ
ン
が
接

種
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
大
隅

４
市
５
町
で
救
急
医
療
体
制
の
運
営

強
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
引
き
続

き
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実

や
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整

備
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
民

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

市
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ

う
な
時
代
認
識
を
踏
ま
え
、
人
口
減

少
社
会
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
の

羅
針
盤
と
な
る
第
２
次
総
合
計
画
を

着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
令
和
３
年
度
に
お
い

て
は
、

〇
新
し
い
働
き
方
・
暮
ら
し
方
へ
の

　

対
応

〇
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

〇
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

の
推
進

〇
未
来
に
つ
な
が
る
投
資
の
推
進

の
４
つ
の
視
点
に
立
ち
、
各
種
施
策

に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。新

し
い
働
き
方
・
暮
ら
し
方

へ
の
対
応

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
が
進
む
こ
と
か

ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
生
か
し
た
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
・
業
務
改
善
に
取
り
組

む
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
農
業
や
観
光
分

野
に
お
け
る
Ｖ
Ｒ（
仮
想
現
実
）技
術

の
活
用
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
デ
ジ

タ
ル
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
活
用
な
ど
を
促
進
し
、
地
域

※令和３年３月鹿屋市議会定例会中西茂市長施政方針の要約※施政方針の全文は、市ホームページに掲載しています。

一般会計（歳入）521

性質別 目的別

億 万円7,000一般会計（歳出） 521億 万円7,000
市税
9,786
（18.8％）

分担金・負担金
 211（0.4％）

使用料・手数料
 764（1.5％）

繰入金
3,973
（7.6％）

寄附金 2,210（4.2％）

その他自主財源 1,004（1.9％）地方交付税
12,400
（23.8％）

国・県
支出金
14,431
（27.7％）

地方債
3,980
（7.6％）

譲与税
・交付税
3,412
（6.5％）

自主財源
17,947
（34.4％）依存財源

34,223
（65.6％）

民生費
21,551
（41.3％）

教育費
5,823
（11.2％）

総務費
5,665
（10.9％）

公債費
4,506
（8.6％）

諸支出金 3,334
（6.4％）

衛生費 2,919
（5.6％）

農林水産業費
 2,789（5.3％）

土木費 2,513（4.8％）

消防費 1,450（2.8％）
商工費 923（1.8％） 議会費 304（0.6％）

その他 393（0.8％）

扶助費
15,526
（29.8％）

人件費
7,499
（14.4％）物件費

7,169
（13.7％）

普通建設
事業費
4,879
（9.4％）

繰出金
 4,660（8.9％）

公債費
 4,506（8.6％）

補助費等
 4,395（8.4％）

積立金 2,753（5.3％） その他 782（1.5％）

40000

43000

46000

49000

52000

55000

R3R2H31H30

50,461

54,092

単位：百万円

市税の内訳 令和３年度
市民税 40億2,900万円
固定資産税 43億7,800万円
軽自動車税 4億550万円
市たばこ税 6億1,000万円
都市計画税 3億6,300万円
入湯税 10万円
合計 97億8,560万円

鹿屋市長 中西茂

特別会計

企業会計

一般会計当初予算額の推移

53,400

市民一人当たりの予算額 ※ 一般会計の歳出額を、令和３年２月１日現在の人口100,898人で割った額

″
ぬ
く
も
り
と
豊
か
さ
を

実
感
で
き
る
明
る
い

未
来
づ
く
り
〞
の
実
現
へ

施
政
方
針

新
「
副
市
長
」
が
就
任副市長に就任する

鈴
すずき

木健
けん た

太 氏

宮み
や
じ地

修し
ゅ
う
へ
い平

氏
の
副
市
長
退
任
に

伴
い
、
３
月
23
日
、
３
月
議
会
定

例
会
で
、
新
副
市
長
に
鈴す

ず
き木

健け
ん
た太

氏

（
39
歳
）
が
選
任
さ
れ
、
４
月
１
日

か
ら
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
経
歴
）

　

筑
波
大
学
第
二
学
群
卒
業
後
、
平

成
16
年
に
農
林
水
産
省
に
入
省
し
、

農
村
振
興
局
農
村
環
境
課
課
長
補

佐
、
食
料
産
業
局
バ
イ
オ
マ
ス
循
環

資
源
課
課
長
補
佐
、
大
臣
官
房
政

策
課
企
画
官
等
を
歴
任
。

ひ
と
が
元
気
！
ま
ち
が
元
気
！
「
未
来
に
つ
な
が
る
健
康
都
市
か
の
や
」

令
和
３
年
度
当
初
予
算

　

令
和
３
年
度
鹿
屋
市
当
初
予
算
が
令
和
３
年
３
月
鹿
屋
市
議

会
定
例
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
た

第
２
次
総
合
計
画
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
４
つ
の
視
点
か

ら
編
成
さ
れ
た
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
市
財
政
課　

℡
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
６

対前年度比
（△ 2.3％）

52,170

（百万円）地方消費税交付金の
引き上げ分を活用する事業

（単位：百万円） （単位：百万円）

517,056円 民生費
213,590 円（41.3%）

教育費
57,714 円（11.2%）

●主な使い道
（ 子ども、高齢者、障がい者
の福祉増進等）

（ 学校の管理運営・
整備等）

※ 消費税の税率引き上げ分に係る交付金は、社会保障
施策に要する経費に充てることとされています。

●子ども医療費助成事業　　　 　
●幼児教育・保育無償化等事業　　
●地域子ども・子育て支援事業

特別会計区分 令和３年度 対前年度比
国民健康保険事業 116 億 7,209 万円 1.2％
後期高齢者医療 13 億 8,848 万円 0.9％
介護保険事業 118 億    445 万円 3.0％

区分 水道事業 対前年度比 下水道事業 対前年度比
収益的収入 18 億 5,826 万円 3.1％ 9 億 8,095 万円 △ 1.4％
収益的支出 16 億 5,345 万円 1.3％ 9 億 1,295 万円 △ 4.7％
資本的収入 5,072 万円 2.9％ 2 億    168 万円 △ 14.0％
資本的支出 8 億 8,467 万円 3.0％ 5 億 8,449 万円 △ 2.2％
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